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研究成果の概要（和文）：勤労世代の風疹予防接種普及に寄与する要因を明らかにした。(1)健康診断で無料の
風疹抗体検査を受けた成人男性の割合は、市区町村からのクーポン券配付直後に最も多く、その後減少してい
た。(2)質問票調査の結果、自主的に風疹免疫の確認（予防接種歴の確認／抗体検査／予防接種）を行った男性
は23％で、女性の半分であった。政府の風疹予防接種勧奨を知っている男性では、制度を利用していた。(3)ソ
ーシャルネットワークサービスで、風疹という単語は風疹流行と一致して拡散されるほか、人気マンガによる啓
発の拡散効果が高かった。行政や医療者、マスメディア、そして先天性風疹症候群当事者が連携して情報発信し
ていた。

研究成果の概要（英文）：We clarified the factors contributing to the rubella catch-up vaccination 
promotion among the working generation. (1) The percentage of adult men who received a free rubella 
antibody test at health checkups was highest immediately after the voucher was distributed and then 
decreased. (2) As a result of the questionnaire survey, 23% of men, which was half of the women, 
voluntarily confirmed their rubella immunity (confirmation of vaccination history/antibody 
test/vaccination). Men who knew that the government recommended rubella vaccination tended to check 
their rubella antibodies. (3) On social network services analyses, the word “rubella” spread in 
line with rubella epidemics and popular comics had a high diffusion effect on enlightenment. 
Governments, medical personnel, mass media, and people with congenital rubella syndrome collaborated
 to disseminate information.

研究分野： 衛生学・公衆衛生学分野関連：実験系を含まない

キーワード： 風疹　産業保健　予防接種　抗体検査　健康診断　ソーシャルマーケティング　ソーシャルネットワー
クサービス　ヘルスコミュニケーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
風疹は、予防接種を受ける機会がなかった勤労世代の男性で流行しやすい。妊婦が風疹に感染すると赤ちゃんの
死亡や障害の原因になる。国は、二度と風疹流行を起こさないため、勤労世代の男性に風疹の予防接種を勧めて
いるが、普及が進まない。我々の調査では、対象世代の男性で、政府の方針を知っている人では抗体検査や予防
接種を受けていた。しかし、風疹のクーポン券が届いたことに気づかない人が半数で、更なる啓発が必要だ。ソ
ーシャルネットワーク分析では、マンガを用いた啓発の拡散効果が高かった。健康診断で風疹抗体検査を受ける
仕組みがあるが、利用が増えたのはクーポン券配付直後だけであった。風疹排除にむけて制度の改善が必要だ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

(1) 風疹はワクチンで予防できる感染症であるが、わが国では過去一度も風疹ワクチン接種 
機会が提供されなかった成人男性を中心に、周期的な流行を繰り返している。わが国では 2019 
年、国際的なマスギャザリング・イベントであるラグビーワールドカップとオリンピック・パラ
リンピックを機に、日本の風疹流行に対し、国際的に公衆衛生上の懸念が高まった。そのため
1962 年―78年度生まれの成人男性に対して、無料の風疹抗体検査およびワクチン接種を提供す
る第 5 期定期接種制度が開始された。しかし、対象者のうち制度を利用した者は 2019 年 6 月末
時点で 5％（厚生労働省）と、開始当初から成人男性のワクチン接種割合は低迷していた。 
 (2) 勤労世代において、風疹抗体検査やワクチン接種割合が低迷する理由について、研究代表
者らは 2013 年の風疹流行直後のオンライン質問票調査で、パートナーに妊娠希望の無い男性で
は、風疹抗体検査やワクチン接種を自発的に受けない傾向があることを明らかにした。すなわち、
わが国の風疹ワクチン接種割合の向上のためには、風疹に関心の低い勤労世代の男性をターゲ
ットにした積極的介入が不可欠である。そのためにも、風疹第 5 期定期接種制度開始後の対象集
団において、制度利用と関連する要因を早急に明らかにする必要があった。 

(3) ワクチン接種割合の向上をアウトカムとした世界保健機構 WHO による介入研究のシス
テマティック・レビューによれば、第一に対象集団がワクチン接種にアクセスしやすい条件を整
える必要がある。その上で、ソーシャルマーケティングや、ヘルスコミュニケーションなど学際
的な手法の有効性が示唆されている。研究代表者らは、勤労世代にとって職域の健康診断は、追
加の針刺しが不要で、かつ時間の損失が少なく風疹抗体検査にアクセスできる優れたソーシャ
ルマーケティング戦略であることに着目してきた。しかし、2019 年当初の研究代表者らの調査
において健康診断で風疹抗体検査を受けた対象世代は 1 割以下であり、経時的な推移を追跡し
て効果的な介入方法を検討する必要があった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、勤労世代の風疹ワクチン接種割合の向上に寄与する学術的知見を得るこ 

とである。勤労世代の風疹ワクチン接種割合の向上に寄与する要因を多角的に探るため、3 つの
調査を計画した。 
 
３．研究の方法 
 (1) 健康診断における風疹抗体検査実施の縦断調査 
目的：事業所健康診断における風疹抗体検査の実施推移を明らかにする 
対象：研究代表者（堀）と研究協力者（長濱）が、首都圏を拠点に年間計約 70 万人の健康診 
断を実施している機関の協力を得て、健康診断受診者データを収集する。 
調査項目：属性（性、年齢）、風疹抗体検査の有無、クーポン券利用の有無、風疹抗体価 
ヒアリング調査項目：研究代表者（堀）が健診機関における風疹抗体検査の実施に伴う担 
当者の意見（事業所・受診者の特徴、制度に対する意見・要望）を 6 か月ごとに収集する。 
解析方法：予防接種法による定期接種実施期間中、すでに 2019 年度より収集開始した既 
存データと合わせて、対象者の風疹抗体検査実施者の割合の経年変化を記述する。 
 
 (2) 勤労世代のワクチン接種行動に関連する要因についてのオンライン質問票調査 
目的：勤労世代のワクチン接種に関連する要因は何か？ 
対象：20 歳代、30 歳代、40 歳代、50 歳代の各年齢層の男女それぞれ 300 名。サンプルサ 
イズは、10 歳毎の男女それぞれの人口を 700 万人、信頼区間を 95%、margin of error を 6 
とした場合に必要なサンプルは 267 人であり、300 人とする。オンライン調査会社の登録 
者から匿名化した対象者をランダムに選択し質問票調査を実施する。 
調査項目：属性（性、年齢、職業、都道府県、事業所規模、雇用形態、学歴、婚姻、収入）、 
自分かパートナーの妊娠希望の有無、感染症に関する知識、ヘルスリテラシー評価尺度 
CCHL、予防接種に関する行動（予防接種と抗体検査の有無、定期接種制度利用の有無） 
解析方法：ロジスティック回帰解析によりワクチンで防げる感染症予防行動の有無と関 
連する要因のオッズ比を求める。解析には、統計解析ソフトウェア STATA を用いる。 
 

(3) ソーシャルネットワークサービスにおける風疹ワクチンに関する情報拡散分析     
目的：勤労世代の風疹ワクチン接種を推進するには、どのような情報発信が効果的か？  
対象：日本で普及するソーシャルネットワークサービス（SNS）である Twitter データ 
調査項目：キーワード検索（＃風疹 ＃抗体検査 ＃ワクチン）によりネットワーク上で情報拡散
（ツイート）を収集する。データ量が膨大なためデータ整理は業者に委託する。 
解析方法：風疹ワクチンについて、ツイート内容を接種派、忌避派、未定派に分類（代表：堀）
する。リンクを情報の流れ(リツイート関係) と捉えてネットワークを構築する（分 
担：佐野）。結果を基に、ワクチン接種の推進にはどういう情報発信が効果的か考察する。 



 
４．研究成果 
(1) 健康診断における風疹抗体検査実施の縦断調査 
 健康診断を受診した第 5 期風疹定期接種の対象者のうち、風疹抗体検査を実施した割合を経

時的に明らかにした。その結果、市区町村からのクーポン券配付直後の抗体検査実施割合が最

も高く、その後、月を経るごとに減少する傾向が明らかとなった（図１）（Japanese journal of 

infectious disease, 2023）。 

 

図１. 健康診断における風疹抗体検査実施の推移（1966-71 年度生まれ男性 216,481 名） 
 
(2) 勤労世代のワクチン接種行動に関連する要因についてのオンライン質問票調査 
第 5 期風疹定期接種の対象世代である成人男性 1680 人を対象にインターネット調査を行い、

制度利用と関連する要因を多変量二項ロジスティック回帰分析で検討した。対象者の半分は市

区町村からクーポン券が自宅に送られてきたことを認識しており、さらに半分（全体の 1/4）は

クーポン券を利用して風疹抗体検査を実施していた。制度利用と関連していたのは、政府の勧奨

を知っている、抗体検査を受けた知り合いがいる、自分の世代は風疹の予防接種の機会がなかっ

たことを知っている、そして、予防接種歴を母子手帳で確認できることであった(BMC public 

health, 2021)。 

さらに 20-49 歳の男女 1854 名（医療従事者を除く）を対象とした別のインターネット調査で

は、自発的に風疹免疫の確認（予防接種済歴の確認／抗体検査／あるいは予防接種）を行ったの

は、男性 23.4％、女性 39.4% と女性に多かった。多変量二項ロジスティック分析の結果、風疹

免疫の確認行動と関連していた要因は、風疹についての基本知識があること、風疹の予防接種や

抗体検査を受けた知り合いがいること、インフルエンザ予防接種を受けていることであった

(Environmental health and preventive medicine, 2021)。 
 
(3) ソーシャルネットワークサービスにおける風疹ワクチンに関する情報拡散分析 

Twitter 社が提供する Academic API を利用して、2010 年 1 月 1 日から 2022 年 5 月 31 日までの
12 年間に“風疹”または“風しん”を含むツイートとリツイート（RT）を収集した。ツイート総数
は 2,410,868、アカウント総数は 575,311 であった。1 日の平均ツイート数は 532（うちツイート
187、リツイート 345）であった。 
感染症発生動向調査による週当たりの風疹感染報告者数と一致して、ツイートとリツイート

の増加がみられた。1 アカウントあたりの投稿回数は、3 回以下が 8 割であったが、毎日複数回
投稿するアカウントもあった。ツイート数が多かったのは、自動投稿の bot を使用する医療者や、
毎日複数回ツイートしている先天性風疹症候群家族のアカウント、そして厚生労働省のアカウ
ントであった。こうした医療者、患者家族、行政、そしてメディアは、相互にリツイートし合っ
て風疹に関する情報拡散網を形成していた。ワードクラウドを用いてツイート内容を可視化し
たところ、「予防接種」や「ワクチン」など医療情報や第 5 期定期接種制度の仕組みに関する内



容が多く（図 3）、最も多く拡散（リツイート）されたのは人気マンガの無料公開による風疹啓
発キャンペーンに関する内容であった（図 4）（Plos One, 2023）。 

 
図 2. 風疹感染報告者数と一致してツイートとリツイート（RT）の増加がみられた 

 
 図 3．ツイート（RT 除く）が最も多かった日（2018-12-11）に頻出した上位 200 単語で作成し
たワードクラウド 

 
図 4. RT が最も多かった日（2018-10-11）に頻出した上位 200 単語で作成したワードクラウド  
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